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ながさき農林業・農山村活性化計画
県農林部は、令和 8年 3月に「快適で儲か

る農林業・快適で暮らしやすい農山村の実現」

を目指し、第 4期ながさき農林業・農山村活

性化計画（2026→ 2030）を策定しました。

その中で、令和 17年度までに林業が目指

すべき姿を描き、令和 8年度からその実現を

目指して各事業を推進していきます。

内容は上図のとおりであり、計画的な森林

整備の実施やスマート林業の活用によって木

材生産量を増大させることで、林業事業体の

経営改善と林業就業者の平均年収500万円を

実現させ、若者から選ばれる林業として林業

就業者 380名の確保を目指します。

また、県民の安全・安心で快適な地域づく

りを推進するため、治山事業を実施します。

当初予算の概要
令和 8年度の林政課・森林整備室関係の一

般会計当初予算は、6,277,739 千円です。

主な事業
1．ながさき森林環境保全事業
（予算額：206,443 千円）

森林の持つ公益的機能の維持発揮と、森林

を県民の皆さんで守り育てていく意識を高め

るため、ながさき森林環境税を活用し、「環

境重視」と「県民参加」の視点に立った活動

を支援します。

〇人集う里山づくり事業
身近で、親しめる里山林となるよう森林の

整備を進め、安全な生活環境を提供します。
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林政だより

令和８年度林政課・森林整備室の予算概要令和８年度林政課・森林整備室の予算概要

長崎県林業構造の展望

里山林の整備前（長崎市）

里山林の整備後



〇ながさ木・なごみの街づくり事業

民間のＰＲ効果が高いスペースや教育・保

育スペースにおいて、木製品を県産木材で整

備する取組などを支援します。

〇ながさき県民参加の森林づくり事業

県民の皆さんがながさき森林環境税の趣旨

に即して自ら企画し実施する、植樹や森林の

環境整備を中心とした活動などを支援します。

2．森林環境譲与税事業
（予算額：69,394 千円）

森林の適切な管理と林業の成長産業化を両

立するため、「新たな森林管理システム」を

推進し、森林整備の担い手となる林業事業体

の育成・強化を図ります。

また、「もりびとの魅力きらめきアップ支

援事業」により、県内の林業事業体が自らの

将来ビジョンを実行していくための課題解決

を目指す取組を支援します。

3．森林環境保全整備事業（造林公共）
（予算額：235,066 千円）

森林の公益的機能の維持増進を図るため、

造林や間伐等の森林整備を支援し、健全な森

林を育てていきます。

4．森林環境保全整備事業（林道公共）
（予算額：102,180 千円）

水土保全及び木材生産機能の高い森林につ

いて、その機能を効率的に発揮させるための

基盤となる林道等の新設及び改築を行います。

5．治山事業（公共）
（予算額：2,624,640 千円 )

梅雨前線や台風による集中豪雨等を起因と

した山地災害から県民の生命と生活を守るた

め、施設整備及び森林整備を実施します。
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保育施設における県産木材を活用した内装

高校生への林業就業支援

伐木チャンピオンシップ（伐倒競技）

（林政課　計画調整班）

くらしを守る治山事業（南島原市大抜）



今回ご紹介するのは森林ボランティア団

体「親木会」代表の平野棋市郎さんです。

森で学び、空を守る
昭和 28 年（1953 年）、長崎市生まれの

平野棋市郎さん。

高校までボーイスカウト活動を続け、

キャンプや野外炊飯、森での活動を通して、

自然への親しみを育んできました。

高校卒業後、航空管制官等の航空保安業

務の専門家を養成する、航空保安大学校

へ進みました。修了後の初任地は名古屋で、

そこから 16 年間、航空管制官として勤務

します。子どもたちが小学校に上がる頃ま

で、保育園や学童活動にも積極的に関わり

ました。そこでは、少年時代に培った経験

を活かし、野外活動や自然体験の企画にも

携わり、子どもたちとともに森や川へ足を

運ぶ時間を大切にしていました。航空管制

官という職務に就いてからも、少年期に育

まれた自然体験への思いは途切れることな

く続いていました。

50 歳を超えて、森林へ
その後月日は流れ、大阪、関西空港勤務

の頃、平野さんは泉佐野市で「達一会」に

所属して、森林ボランティア活動に参加し

ます。50 歳を過ぎてからの挑戦でした。

「純粋に森林整備に興味があったんです」

里山整備を行うグループに 2 年間所属し、

そこで初めてチェーンソーを握ります。間

伐、雑木林の整備、竹林の伐採、炭焼き。

汗をかきながら森林に向き合う作業は、管

制塔の中とはまったく違う世界でした。

その後、東京に転勤になった際には横浜

の「NPO 法人　かなざわ森沢山の会」に 3

年間所属。こちらでも大阪での活動と同様

に、森林整備活動に力を注ぎますが、更に

チェーンソーアートにも挑戦しようと、講

師に技法を学びに行きました。

「3、4 回しか行っていませんけどね」と

平野さんは笑いますが、新しいことへの挑

戦を楽しむ姿勢は一貫しています。
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【特集記事】 �空の現場から森林へ 
50歳からの森林づくり



長崎へ戻り、森林と向き合う
58 歳で航空管制官を退職。長崎へ戻っ

たきっかけは、「農地や森林の管理を手伝っ

てほしい」という親戚からの声でした。

退職直後には大阪で 4 週間の林業就労研

修を受講。チェーンソーや刈払機、林内作

業車、ユンボの操作、安全講習まで一通り

学びました。帰郷後は長崎市三和町で 1 年

間の農業研修を受け、畑仕事にも取り組み

ます。収入よりも、土地と向き合う経験を

重ねる時間でした。

その後、「森林・山村多面的機能発揮対

策交付金事業」を紹介されたことをきっか

けに、農業研修の仲間へ声をかけ、森林ボ

ランティア団体「親木会」を立ち上げまし

た。現在、結成から約 10 年。竹林整備や

間伐、草刈りを中心に活動を続けています。

最初は自身の関わる森林や竹林から始ま

り、次第に近隣の荒れた里山へと広がって

いきました。「森林は放っておけば荒れる。

でも、手を入れれば必ず応えてくれる」。

その実感が、活動を支えています。親木会

は決して大きな団体ではありません。メン

バーの高齢化も進み、思うように集まれな

い日もあります。それでも平野さんは、「で

きる人が、できる範囲で続ければいい」と

力まず語ります。大切なのは規模ではなく、

続けること。その姿勢が、仲間たちをつな

ぎとめています。

体力の続く限り、森林へ
平野さんは航空管制官としてネパールに

1 年半派遣されるなど、海外勤務も経験で

す。モンゴルでは空港移転のサポートにも

関わりました。新規事業の立ち上げや制度

づくりに携わるなど、「仕組みを整える」

仕事をしてきました。現在は「親木会」に

加え、「WOODAY」と「げんきやま保全の会」

のサポートメンバーとして、海外での経験

を活かし、活動しています。「げんきやま

保全の会」では、あそびの杜保育園の裏山

を整備し、子どもたちが自然に親しみ、安

心して遊べる森づくりを進めています。自

らがボーイスカウトで感じた自然の楽しさ

を、次の世代へ繋げたいという思いがそこ

にあります。

「森林保全は、体力が続く限りやってい

きたいと思っています。荒れた森林はまだ

まだたくさんあるからね」

空の安全を守る仕事は、一瞬の判断がす

べてでした。森林での仕事は、その逆です。

成果が見えるまでには時間がかかる。竹は

また伸び、雑木も再び茂る。しかし、その

繰り返しの中にこそ意味があると平野さん

は言います。

派手さはない。けれど、確実に森林に光

を入れていく。平野棋市郎さんの歩みは、

静かに、しかし確かに、長崎の森林に根を

下ろしています。
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（NPO法人地域循環研究所）

「WOODAY」メンバーとの集合写真

森林整備のサポートをする平野さん



はじめに
長崎県県北地域の森林整備推進のため、県

北地域に拠点を置き、森林整備に取組まれて

いる民間林業経営体を対象に、今後の事業経

営の改善や新たな取組につながる情報共有、

事業体同士の連携強化を目的として、令和 7

年 6月 11 日および 12月 19 日の 2回にわた

り「ながさき県北森林・林業勉強会」を開催

しました。

第 1 回（6 月 11 日）
第 1回勉強会では、まず県北振興局林業課

から県北地域の森林・林業の現状や課題、今

後の事業運営で重要となる事業計画の立て方

や、労働生産性向上を目指した林産作業シス

テムの考え方について説明しました。

次に、重機メーカーにもご参加いただき、

林業機械の導入方法の選択肢とそれらのメ

リット・デメリットのほか、油圧式伐倒シス

テムや研修用シミュレーターなどの紹介も行

われました。

今回の勉強会がきっかけとなり、参加され

た1社はフォワーダを新たに導入する運びと

なりました。

第 2 回（12 月 19 日）
第 2回勉強会では、前回の内容を踏まえ、

より実務的なテーマに焦点を当てました。ま

ず、作業システム構築における役割分担や作

業手順の見直しによる効率化のポイントにつ

いて説明し、日々の現場管理に活かせる考え

方を共有しました。 

また、他県の先進的な林業経営体の事例を

紹介し、県北地域の事業体が今後取組を検討

する際の参考としていただける内容となりま

した。

さらに、雨天時の作業中断による収入減対

策として、特用林産物（ハラン・アオモジ等）

に関する情報提供も行いました。林業と組み

合わせることで収益の安定化や雇用維持につ

ながることが期待され、参加者からも関心の

高い内容となりました。

おわりに
今回の勉強会では、経験年数や事業規模の

異なる民間林業経営体が一同に集まったこと

で、日頃抱えている作業上の疑問や経営面の

悩みを共有することができました。現場なら

ではの視点で意見が数多く出され、参加者同

士での学び合いも深まる貴重な機会となりま

した。

県北振興局としても、現場の声を今後の支

援施策に活かしつつ、現場の課題解決につな

がる情報提供や連携強化のための環境づくり

を引き続き進めていきます。
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林業普及だより

（県北振興局　林業課）

県北地域の森林・林業を考える勉強会を開催しました！県北地域の森林・林業を考える勉強会を開催しました！



はじめに
県央振興局管内における民有林の人工林面

積は 28,718ha で、その大部分をスギ・ヒ

ノキの 10齢級以上が占めており、その面積

は 24,365ha（約 85％）にも達し、木材とし

て活用可能な時期を迎えています。

この森林資源の活用を促進するためには林

業の担い手確保が重要です。そこで今回、担

い手対策の一環として、長崎県立諫早農業高

校で実施した森林教育の取組をご紹介します。

産業エキスパートセミナー
諫早農業高校の3年生と 1年生の学年ごと

に、産業エキスパートセミナーを実施しまし

た。3年生向けのセミナーでは、林業という

仕事をより深く理解してもらうため、長崎南

部森林組合と連携し、森林が持つ多面的機能

や林業の施業方法について説明したほか、ド

ローンの操作体験も行いました。

また、1年生に対しては、ポケットコンパ

スを用いて測量の基礎を学ぶ「コンパス測量」

の研修を行いました。

高性能林業機械現地研修会
毎年 12月に長崎南部森林組合の協力のも

と、「高性能林業機械現地研修会」を実施し

ています。この研修では、フォワーダやプロ

セッサといった高性能林業機械の操縦体験を

行い、生徒たちが実際の林業現場で使用され

る機械の操作方法を学びました。

おわりに
管内の林業専業作業員数は、年々増加傾向

です（表 1）。

しかし、林業専業作業員の高齢化や離職と

いった問題も依然として存在しています。今

後もこれらの取組を継続して進め、担い手の

確保を目指してまいります。
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長崎県立諫早農業高等学校への森林教育の取り組み長崎県立諫早農業高等学校への森林教育の取り組み

地方だより

（県央振興局　林業課）

高性能林業機械現地研修会の様子
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令和 8年 3月 11 日、株式会社長崎林業の

造林地（国有林との分収造林 島原市）にお

いて、新たな林業機械を用いた刈払・植付の

実演会が開催されました。

当日は、松本システムエンジニアリング

（株）（福岡県）が開発中の自動植栽機「テリ

ジノロボ」と、同社で実用化を進めている刈

り払い機「アマルガロボ」の 2台が披露され、

同社の機械オペレーターによる実演が行われ

ました。

最新型植栽機「テリジノロボ」
「テリジノロボ」の実演では、少花粉スギ

およびコウヨウザンのコンテナ苗（150cc）

を植栽しました。本機は 50cc の水を噴射

し、その水圧によって苗を確実に植えつける

仕組みとなっており、13kg の引っ張り圧に

耐える定着が確認されました。また、掘削か

ら苗木投入、転圧までを約 18秒で行うこと

ができ、40度までの傾斜地でもキャビンを

水平にして植栽できる性能を備えています。

300cc のコンテナ苗にも対応可能とのことで

す。さらに、運転席での操作に加え、コント

ローラーと VRゴーグルを使用した遠隔操作

の実演も行われました。次年度には苗植栽で

きる機能の開発が進められる予定で木の位置

情報をタブレットで確認しながら植栽できる

機能の開発が進められる予定です。

最新型刈り払い機「アマルガロボ」
「アマルガロボ」は、変速型デュアルソー

を採用している点が最大の特徴で、回転する

葉が小石に触れても周囲に飛散せず、生木で

は最大 10cm まで伐採可能な機械となってい

ます。上下左右 360 度方向に回転刃を向け

ることができ、下刈り作業の効率化を目的に

開発されました。試乗したオペレーターから

は「切れ味が非常に良く、刃を左右に回転で

きるため絡まることなく作業できる」と高い

評価が寄せられました。

おわりに
当造林地において、（株）長崎林業は新た

な林業機械の開発に携わるとともに、県内に

あまり事例がなく成長スピードがスギの倍近

いともいわれるコウヨウザンの本格的な植

栽にも取組んでいます。城臺社長は、「これ

からの時代、林業の機械化はさらに進むだろ

う。」と話され、同社が林業のスマート化に

大きな役割を果たすことが期待されます。

長崎の林業　No.830　2026 年　５月号

－ 8－

地方だより

新たな林業機械による刈払・植付実演会新たな林業機械による刈払・植付実演会
（株式会社　長崎林業の取組）（株式会社　長崎林業の取組）

（島原振興局　林務課）
テリジノロボ実演テリジノロボ実演

アマルガロボの説明アマルガロボの説明



体験イベントを開催しました☆
令和 8年 3月 8日（日）、ながさき県民の

森主催の「きのこの駒打ち体験」のイベント

を開催しました。本イベントでは、原木にド

リルで穴を開け、木づちを使ってきのこの種

駒を打ち込む作業体験に加え、ほだ場でのし

いたけ収穫体験を行いました。

募集は令和 8年 2月 8日から開始し、8組

26名の応募がありました。当日は、天候に

も恵まれ、参加者の皆さまは気持ちの良い環

境の中で体験をスタートすることができまし

た。前々日に雨が降ったこともあり、ほだ場

の原木には多くのしいたけが育っており、参

加者は収穫体験を通して、きのこが育つ過程

を実際に学ぶことができました。しいたけ収

穫体験では、「へぇーこうしてきのこって生

えるんだ！」と、子どもたちは大喜びでした。

収穫体験のあとは、種駒打ち作業を行いま

した。ながさき県民の森のスタッフから、作

業手順の説明に加え、しいたけが生育する仕

組みや原木の役割、菌が原木に浸透するまで

の期間などについて解説があり、参加者は熱

心に耳を傾けていました。

説明の後は、いよいよ本番の種駒打ち体

験！親子で協力しながら原木に穴を開け、種

駒を打ち込む作業に挑戦しました。実際に手を

動かすことで、森林資源の活用やきのこ栽培へ

の理解を深める機会となりました。体験の締

めくくりとして、収穫した生しいたけを持ち

帰っていただき、イベントは無事終了しました。

来てみんねながさき県民の森♪
ながさき県民の森では、この他にも森林

や自然に親しんでいただける様々なイベン

トを定期的に開催しています♪公式 HPの他、

Instagram や Xでも随時イベント情報等を発

信しておりますので、ご確認ください。皆さ

んのご来場、心よりお待ちしています♪
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ながさき県民の森のイベント情報等随時

更新中☆彡

ぜひご確認ください (o^―^o)

林業団体情報

へぇーこうしてきのこって生えるんだ！へぇーこうしてきのこって生えるんだ！
県民の森主催イベント ～きのこの駒打ち体験～県民の森主催イベント ～きのこの駒打ち体験～

（ながさき県民の森）

原木しいたけ収穫をする子どもたち

↑公式 Instagram はこちら♡ ↑公式 Xはこちら♡

種駒を木づちで打ち込む様子



はじめに
線状降水帯などの大雨が原因で起こる土

砂災害では、実際にその場所でどれだけ雨が

降ったのかを正しく知ることがとても大切で

す。しかし、近くの雨量計のデータだけでは、

その場所の本当の雨の量を正しく表していな

いことがあります。そこで、レーダーで観測

した降雨データをもとに、地図ソフト（GIS）

で利用できる雨量コンター図を作成し、実際

の雨の降り方がひと目で分かるようにしまし

た。

内容・特徴
この図では、1時間や 24時間の合計雨量、

さらに土砂災害の危険度を調べるときによく

使われる「72時間積算雨量」を見ることが

できます。これらを地図上で表示し解析でき

ます（図 1～ 3）。その解析は、対象となる

期間のデータを時間ごとに順番に重ねて計算

（串刺し）し、その中の最大値を採用してい

ます。つまり、その期間の中で「最も雨量が

多い状態」を地図に示しています。

おわりに
この図は、雨がどこにどれだけ集中してい

たかをひと目でわかりやすく示すことができ

るうえ、災害申請のときの提出する資料とし

て利用可能です。また、災害後の緊急調査で

は、雨が特に多かった場所を特定したり、ま

だ報告されていない被災場所を探したりと

いったことに役立ちます。これにより、調査

する場所の優先順位を早く、客観的に決める

目安になります。

作成した図は MAGIS に取り込んで使用で

きますので、豪雨後にはご相談ください。
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図 3　最大半減期 72 時間実効雨量データ図

図 1　最大１時間雨量コンター図

図 2　最大 24 時間雨量コンター図

災害査定時等に活用できる雨量コンター図災害査定時等に活用できる雨量コンター図

センターだより

（農林技術開発センター）



新上五島町内において、地域の名産である

五島手延べうどんを製造する(有 )浜崎製麺

所が、県産材を活用した新工場を整備しまし

た。この新工場は、令和 7年度から開始され

た「ながさ木ウッドチェンジ事業」を活用し

て建設されたものです。同事業は、県内の非

住宅建築物における木造化・木質化を推進す

るため、県産木材の購入経費を補助し、県産

材の利用拡大を図る新たな支援制度です。

今回の新工場では、構造材に長崎県産材を

採用し、地域資源を活かした施設となりまし

た。地域材を用いた工場整備により、同社の

特産である「コシの強い五島うどん」の安定

した生産にもつながっています。

地域の木が地元産業を支え、林業と企業が

連携して取組む、地域づくりの好例となって

います。
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（五島振興局　林務課）

県産材を使用した浜崎製麺所の新工場

新上五島町で県産材を活用した “ 浜崎製麺所 ” 新工場が完成新上五島町で県産材を活用した “ 浜崎製麺所 ” 新工場が完成

イベント情報

伊万里木材市況
【ヒノキ】� 令和８年４月現在

長さ 径級　ｃｍ 等級 高値（円／㎥） 現在出荷量 現在引合 需要見通

４m

16 ～ 18 直 1 7 , 3 0 0 多い 普通 普通

16 ～ 18 小曲り 1 6 , 1 0 0 多い 普通 普通

20 ～ 22 直 1 7 , 2 0 0 多い 普通 普通

20 ～ 22 小曲り 1 6 , 3 0 0 多い 普通 普通

24 ～ 28 直・小曲り 1 7 , 5 0 0
～ 1 6 , 5 0 0 多い 普通 普通

【スギ】� 令和８年４月現在
長さ 径級　ｃｍ 等級 高値（円／㎥） 現在出荷量 現在引合 需要見通

4m

18 ～ 22 直 1 5 , 0 0 0 少ない 多い 多い

16 ～ 22 小曲り 1 3 , 0 0 0 少ない 多い 多い

24 ～ 28 直 1 5 , 0 0 0 少ない 多い 多い

24 ～ 28 小曲り 1 3 , 0 0 0 少ない 多い 多い

※情報・お問い合わせは、伊万里木材市場　電話 0955-20-2183 まで



【記者】：今回は、佐世保市元町にある「教法

寺のイチョウ」について、樹木医の久林さん

にお話を伺います。まずは教法寺の歴史につ

いて教えてください。

【久林さん】：教法寺は 1490 年頃、相浦地方

を治めていた宗家松浦氏によって創建されま

した。大
だい

智
ち

庵
あん

城
じょう

の裏鬼門（南西）を護る寺院

としての役割を担っていたようです。しかし、

1498 年に同城が平戸松浦氏により攻め落と

された際に兵火にかかり焼失。その後、現在

の場所に再建されました。

【記者】：歴史のあるお寺なんですね。

【久林さん】：はい。1850 年には吉田松陰も

平戸へ向かう途中に立ち寄っています。そし

て教法寺は、1945 年の佐世保空襲で大きな

被害を受けましたが、山門とこのイチョウだ

けが焼け残ったんです。

【記者】：このイチョウは空襲の被害を受けた

樹木なんですね。

【久林さん】：そうです。爆撃で大きな傷を負

いましたが、奇跡的に生き延び、時間ととも

に傷を巻き込んで癒やしてきました。今では

幹に筋状の傷跡が残り、戦争の記憶を静かに

物語っています。

【記者】：どのような木なのか、詳しく教えて

いただけますか？

【久林さん】：樹高は 18メートル、幹周りは

約 3.5 メートル。1994 年には、教法寺の門

信徒たちによって、子どもたち向けの説明板

も設置されました。この木を通じて、戦争の

記憶や命の大切さを伝えていこうという想い

が込められています。

【記者】：長崎市の山王神社のクスノキのよう

な被害樹木とはまた違う形で、戦争の記憶を

とどめているのですね。

【久林さん】：ええ。このように空襲によって

損傷を受けた樹木が今も残っていることはと

ても貴重です。このイチョウは、地域の人々

とともに時代を生き抜いてきた“語る木”だ

と思います。

所在地・基本情報

所在地：長崎県佐世保市元町

樹　高：18m　　幹周：3.5m
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教法寺のイチョウ 教法寺のイチョウ 〜戦火をくぐり抜けた記憶の証人〜〜戦火をくぐり抜けた記憶の証人〜

長崎の山と森　対話で巡る長崎の巨樹巨木

教法寺のイチョウ①

教法寺のイチョウ②


